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開
会
式
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
男
子
は
地
元
優
勝
が
目
標
」と
佐

藤
主
将
が
、「
女
子
は
、両
種
目
で

上
位
入
賞
を
目
指
す
」と
大
槻
が

力
強
く
答
え
た
。大
口
で
は
な
く
、

そ
の
た
め
の
準
備
は
で
き
て
い
る

と
い
う
自
信
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

佐
高
ク
ル
ー
は
、大
会
２
週
間

前
に
１
週
間
の
強
化
合
宿
を
実

施
。持
久
力
強
化
に
向
け
、毎
日
40

㌔
を
こ
い
だ
。朝
か
ら
夕
方
ま
で

ひ
た
す
ら
こ
ぐ
１
週
間
。こ
れ
が
、

選
手
た
ち
の
大
き
な
自
信
に
つ
な

が
っ
た
。

　

女
子
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
は
、予
選
、

敗
者
復
活
戦
を
経
て
、準
々
決
勝

に
進
出
し
た
。大
会
直
前
に
こ
ぎ

順
を
変
更
し
、予
選
後
に
戻
す
と

い
う
荒
療
治
も
あ
っ
た
。全
て

は
「
上
位
入
賞
」の
た
め
。迎
え
た

準
々
決
勝
、常
に
は
、５
０
０
㍍
付

近
で
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
す
る
が
、残

り
２
５
０
㍍
か
ら
再
ス
パ
ー
ト
。

過
去
最
高
の
３
分
45
秒
90
を
マ
ー

ク
す
る
も
、
５
着
に
終
わ
る
。

　

女
子
ダ
ブ
ル
の
髙
橋
、富
士
原

は
初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。ダ
ブ
ル

は
人
数
が
少
な
い
分
、一
つ
の
ミ

ス
が
タ
イ
ム
に
直
結
。２
人
の
技

量
と
呼
吸
を
、し
っ
か
り
合
わ
せ

る
こ
と
が
か
ぎ
に
な
る
。準
々
決

勝
、三
塚
監
督
は「
ボ
ー
ト
人
生
か

け
て
こ
い
」の
げ
き
に
２
人
は
う

な
づ
い
た
。げ
き
に
応
え
、息
と
気

持
ち
を
合
わ
せ
、
最
初
か
ら
全

開
。５
０
０
㍍
付
近
ま
で
、ト
ッ
プ

を
マ
ー
ク
し
て
い
た
が
、ペ
ー
ス

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
い
け
ず
５
着

に
。女
子
の
夏
は
準
々
決
勝
で
終

わ
っ
た
。

　

男
子
は
、今
年
１
月
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
挑
戦
を

決
め
た
。「
全
員
の
力
で
優
勝
す

る
」。そ
れ
か
ら
の
半
年
は
、優
勝

に
向
け
て
練
習
の
日
々
。始
業
前
、

午
前
５
時
か
ら
の
朝
練
習
は
当
た

り
前
だ
っ
た
。県
総
体
で
優
勝
し
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
決
め
た
。意
外

に
も
男
子
メ
ン
バ
ー
も
、初
め
て

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
だ
っ
た
。

　

迎
え
た
本
番
「
地
元
開
催
の
重

圧
は
想
像
以
上
」だ
っ
た
。楽
な

レ
ー
ス
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。そ

の
よ
う
な
中
、気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。決
勝
は
、

前
半
５
０
０
㍍
を
４
位
で
通
過
。

最
後
に
追
い
込
み
を
か
け
た
が
及

ば
ず
、５
位
で
大
会
を
終
え
た
。

　

佐
沼
高
３
年
生
ク
ル
ー
の
目
に

涙
は
な
か
っ
た
。
勝
て
な
い
悔
し

さ
は
あ
っ
た
が
「
全
て
出
し
尽
く

し
ま
し
た
。
最
高
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
「
少
な
い
部
員
で
、
よ
く
こ
こ

ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
生
徒
は

登
米
市
の
誇
り
」
と
三
塚
監
督
は

生
徒
た
ち
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
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1初のインターハイで５位入賞を果たした男子舵手つきクォドルプル2過去最高タイムをマークした女子
舵手つきクォドルプル3「最高のペアでした」とお互いを評する女子ダブルスカル4佐沼高ボート部員全員
で記念撮影。忘れられないインターハイとなった5準々決勝後、抱き合い涙を流す富士原（左）と髙橋（右）
6レース前、監督、部員が一体となり士気を高める
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